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申
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で
す
か
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市
・
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、
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宅
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金
等
特
別
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額
控
除
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保険証・医療証を送付します
����������������������������
●「後期高齢者医療被保険者証」を一人に１枚、３月下旬までに順次、配達記録郵便で
送付します。
●老人保健の「限度額適用・標準負担額減額認定証」、「特定疾病療養受療証」をお持ちの
方には、３月下旬、後期高齢者医療制度の新しい証をそれぞれ普通郵便で送付します。
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●退職者医療制度の「国民健康保険被保険者証」（若草色）をお持ちで、４月１日現在
で６５歳以上の退職被保険者本人とその被扶養者の方には、世帯主あてに一般の保険証
（サーモンピンク色）を３月下旬までに順次、配達記録郵便で送付します。
●「国民健康保険高齢受給者証」をお持ちの方に、受給者証を３月２４日に世帯主あてに
普通郵便で送付します（６５歳以上で老人保健法の医療受給者証をお持ちの方は、該当
しません）。
　なお、年度の切り替えが８月１日のため、７月３１日までは現在の負担割合となります。
※今までの古い「老人保健法医療受給者証」「国民健康保険被保険者証（退職被保険者
等）」等は、破棄して下さい。

　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で
、

毎
回
出
席
可
能
（
特
別
な
事
情
を

除
く
）
な
方
を
対
象
に
募
集
し
ま

す
。

募
集
案
内

　

各
講
座
の
詳
細
を
記
載
し
て
い

る
「
募
集
案
内
」
は
、
３
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日
１１

か
ら
市
役
所
本
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舎
、
森
野
分
庁
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、
各
図
書
館
、
各
市
民
セ
ン
タ
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施
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。
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行
の
本
紙
及
び
「
ま
ち
だ
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」
を
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覧
下
さ
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。
町
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市
ホ

ー
ム
ペ
ー
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掲

載
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れ
て
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す
。

　

申
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込
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法
、
参
加
費
用
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募
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ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

１９４
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内
、
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７
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９
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※
申
し
込
み
は
、
１
人
１
講
座
の

申
し
込
み
と
し
ま
す
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※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

講
座
名

【
多
摩
丘
陵
の
自
然
入
門
（
全　
１３

回
）
】

　

多
摩
丘
陵
の
自
然
に
親
し
み
な

が
ら
野
外
学
習
を
行
い
ま
す
。

【
ま
ち
だ
の
福
祉
（
全　

回
）
】

１４

　

市
内
福
祉
施
設
で
の
体
験
学
習

や
合
同
講
義
を
通
し
て
町
田
の
福

祉
を
学
び
ま
す
。

【
町
田
の
環
境
・
参
加
体
験
講
座

「
こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
（
全　

回
）
】

１１

　

水
・
み
ど
り
・
ご
み
の
問
題
に

取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

の
活
動
を
実
際
に
体
験
す
る
講
座

で
す
。

【
心
と
体
の
元
気
学
「
さ
あ
、
始

め
よ
う
、
楽
し
い
健
康
づ
く
り
」

（
全
９
回
）
】

　

明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ

く
、
身
体
を
動
か
す
き
っ
か
け
づ

く
り
の
講
座
で
す
。

【
ま
ち
だ
市
民
国
際
学
「
現
代
国

際
政
治
の
課
題　

－

Ｇ
８
サ
ミ
ッ

ト
を
機
会
に
考
え
る－

」
（
全　
１１

回
）
】

　

今
日
の
世
界
に
お
け
る
社
会
・

政
治
の
諸
問
題
に
つ
い
て
学
び
、

市
民
の
課
題
を
考
え
ま
す
。

【
町
田
の
郷
土
史
Ⅰ
「
縄
文
か
ら

幕
末
ま
で
」
（
全　

回
）
】

１２

　

町
田
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
の
入

門
的
な
講
座
で
す
（
初
め
て
の
方

優
先
）
。

【
環
境
に
や
さ
し
い
電
動
ロ
ク
ロ

入
門
講
座
（
全
９
回
）
】

　

電
動
ロ
ク
ロ
で
作
品
づ
く
り
を

行
い
ま
す
（
初
め
て
の
方
優
先
）。

【
環
境
に
や
さ
し
い
陶
芸
入
門
講

座
（
全
９
回
）
】

　

手
び
ね
り
で
作
品
づ
く
り
を
行

い
ま
す
（
初
め
て
の
方
優
先
）
。

【
人
間
関
係
学
「
人
間
関
係
の
多

様
性
と
向
き
合
う
」
（
全　

回
）】

１２

　

個
と
し
て
お
互
い
を
認
め
合

い
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
人
間
関
係
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

○
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格　

社
会
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育
主
事
ま
た
は

教
員
免
許
を
お
持
ち
の
方

○
勤
務　

４
月
１
日
か
ら
。
詳
細

は
本
紙
３
月　

日
号
に
掲
載

２１
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４月から７５歳以上の方を対象とした後期高齢者医療制度が始まります。また、国民健康保険（国保）の一部や基本健康診査が
変わります。今後の予定・手続きや制度の変更についてお知らせします。

国民健康保険
【国保税の計算方法が変わります】
　後期高齢者医療制度では、７４歳以下の公的医療保険の被保険者が国保税、保険料の一
部を「後期高齢者支援金」として負担することでその費用をまかなうことになります。
このため、今までの医療分から後期高齢者支援金分を分離し、介護納付金（４０歳～６４
歳）と合せて、負担していただくことになります。
　税額、税率などの詳細は、未定です。決まり次第広報等でお知らせします。

【乳幼児の医療機関窓口での自己負担について】
●２割の自己負担の対象者が下記のとおりとなります。

３月まで　３歳未満の方　　　　４月から　義務教育就学前まで

※自己負担分には、今まで同様に別に都や市からの助成があります。

【基本健康診査が変わります】
●今までの基本健康診査に変わり、１８歳以上の方を対象に成人健康診査が始まります。
●国保加入の４０歳以上の方、後期高齢者医療制度に加入の方には、受診券が５月末から
順次、送付されます。
　詳細は、本紙３月２１日号でお知らせします。

後期高齢者医療保険料・国保税の納め方
●年金から天引きとなる方（特別徴収）
　下記の条件ＡＢを満たすことが後期高齢者医療保険料・国保税の共通の条件です。
　Ａ　公的年金の年額が１８万円以上の方（障害年金・遺族年金も対象となります）
　Ｂ　介護保険料と後期高齢者医療保険料又は国保税との合計額が年金額の２分の１を超えない方
●納付書または口座振替による方法の方（普通徴収）
　☆上記特別徴収ＡＢの条件に該当しない方
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●特別徴収　２００８年４月から年６回（年金支給月）
●普通徴収　納期は年８回、毎年７月から翌年２月まで。
《平成２０年度の保険料の納め方について》
　制度の開始にあたり、現在ご加入の健康保険によって保険料の納め方が異なります。
①被用者保険（会社の健保組合など）の被扶養者だった方
　保険料を納めていただくのは２００８年１０月からとなります（４月からの保険料徴収は行
いません）。

②被用者保険（会社の健保組合など）の本人だった方
特別徴収の開始は２００８年１０月以降となり、７月から９月までは納付書で納めていただ
きます。

③国民健康保険の加入者だった方
　原則として特別徴収が２００８年４月から開始されます。
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　国保加入の６５歳から７４歳までの世帯主の方で上記特別徴収のＡＢの条件の他に下記の
条件をすべて満たす方を対象に年金からの天引き（特別徴収）が始まります。特別徴収
は、２００８年１０月から始まります。７月から９月納期分は、今までどおり普通徴収となり
納付書または口座振替による納付となります。
●４月１日に６５歳以上で年金を受給していること
●世帯主が国民健康保険に加入していること
●世帯内の加入者全員が、６５歳以上７４歳以下の場合

後期高齢者医療（７５歳以上）
【保険料額のお知らせについて】
①２００８年４月から特別徴収が開始される方には４月上旬にお送りする「仮徴収額決定通
知」で、保険料額をお知らせします。この保険料額は２００６年中の所得を元にして仮に
決定した額になります。本決定額は９月下旬までにお知らせする予定です。

②２００８年４月に特別徴収が行われない方には７月にお知らせする予定です。

������������【７５歳以上の方がいる世帯の手続・国保税の軽減内容】※介護保険分は軽減の対象外です。

４月から
３月まで（主な具体例）

後期高齢者医療制度に伴う国保税の軽減内容軽減の条件国保税、後期高齢者医療保険料（保険料）

会社の健保組合などに加入している被保険者が
後期高齢者医療に移行することにより、その方
の被扶養者が国保に加入する場合

保険料を納付（本人分のみ）後
期夫

夫７５歳　　妻７２歳 
２人とも会社の健保組合などに加入の場合 所得割を０円、平等割、均等割を２年間半額にしま

す（６５歳以上７５歳未満の被扶養者に限られます）。
※減免申請が必要です。

国保に４月１日から加入し、国保税を納付
（本人分のみ） 
※加入手続きが必要です

国
保妻

国保の加入者が後期高齢者医療に移行し、残っ
た方が国保の単身世帯となる場合

保険料を納付（本人分のみ）後
期夫夫７５歳　　妻７２歳 

２人とも国保に加入の場合 平等割を５年間半額とします（申請不要）。国保税を納付（本人分のみ）国
保妻

国保の加入者が後期高齢者医療に移行し、国保
の世帯員が減少した場合

保険料を納付（本人分のみ）後
期父

父８０歳、母７０歳、子５０歳 
３人とも国保に加入し、平等割、均等割の
軽減を受けている世帯

後期高齢者医療制度へ移行した人を軽減の対象人数
に含め、軽減判定を行い、５年間軽減を行います
（申請不要）。

国保税を納付（母、子分のみ）国
保

母
子

※国保加入者が世帯主以外の場合でも世帯主の名前で、納税通知書は届きます。
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□問 後期高齢者医療制度について　高齢者医療課11７２４・２１４４
　国民健康保険について　　　　国保年金課11７２４・２１２４
　４月１日より、高齢者医療課と国保年金課は、「保険年金課」と
なります。

◎町田市ホームページでも情報提供を行っています。
◎東京都後期高齢者医療広域連合のホームページ「東京いきいきネット（ http://www.tokyo-ikiiki.net/）」でも情報提供を行っています。


